
外部評価報告書 

｢高出力レーザ技術｣ 

１  外部評価委員会の概要 

（１） 日程・場所： 平成２４年７月３１日 

防衛省技術研究本部 電子装備研究所 第１会議室 

（２） 評価委員（職名は委員会開催時点。敬称略、五十音順） 

（委員長） 安岡 義純 （防衛大学校 名誉教授） 

 赤塚 洋 （東京工業大学 原子炉工学研究所 エネルギー工学部

門 准教授） 

 遠藤 雅守 （東海大学 理学部 物理学科 教授） 

 山口 滋 （東海大学大学院 総合理工学研究科 教授） 

（３） 説明者：技術研究本部 

電子装備研究所 システム研究部 電子戦システム研究室長  古味 孝夫 

２  評価対象項目 

防空用高出力レーザ兵器に関する研究 

（基本設計終了時点） 

（計画担当：技術研究本部 電子装備研究所システム研究部電子戦システム研究室） 

３  評価対象事項 

小型高出力ヨウ素レーザ技術 

４  事業の概要 

（１） 研究の目的 

護衛艦等の艦船の近接防空用や基地等の地上重要防護施設に適用し得る高出力

レーザシステム構成要素に関する技術資料を得る。 

（２） 研究開発線表 
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（３） 研究試作品の概要 

別紙１参照 

（４） 基本設計結果の一例 

別紙２参照 
 

研究試作

所内試験



５ 外部評価委員会の結果 

（１） 議論・質疑が集まったところ 

・ ヨウ素レーザの優位性（固体、ファイバレーザ等に対して）について  

・ ヨウ素レーザのスケールアップによる高出力化について  

・ レーザ出力の目標数値の妥当性について  

（２） 頂いたコメント、提言等 

・ 現在、ヨウ素レーザと同等の高出力・高ビーム品質を同時に達成できるレーザ光源

は他に存在しないが、固体レーザ技術が発展している現状を踏まえ、遅滞ない目標

の達成を望む。  

・ 本研究は、レーザシステムの成立性についての研究であることは理解できるが、ス

ケールアップした際にはレーザ媒質の流量増大に伴う考慮が必要である。  

・ 検討において、ＣＦＤ※のシミュレーションの活用が有効である。  

・ 研究目標を達成するための数値設定は妥当であり、目標以上の成果が得られる可

能性もあり得るため、最終成果に期待したい。 

（３） まとめ 

研究目標から抽出された技術的課題は妥当であり、課題の解決手段も正当で、目標

達成の可能性は極めて高いと考えられる。                                      

今後実施予定の試作品を用いた最適化試験において、定量的な評価がなされること

を期待している。 

また、本技術をベースとした追尾・照射技術、目標破壊効果等についても今後詳細な

検討を要望する。 

 

 

※ＣＦＤ：Computational Fluid Dynamics（数値流体力学）  

 



研究試作品の概要
別紙 １

レーザ補機部 本体部気体燃料供給部

 

 

制御部（１）

高出力レーザ発生モジュール

研究試作（その１）

カセグレン

集光装置

専用試験装置

研究試作

（その２）

 

ビーム指向

高出力レーザシステム構成要素の研究試作

注）車両（２台）は研究試作には含まない

高出力レーザ発生装置

 

 

増幅部
制御部（３）

制御部（４）

レーザ特性計測装置

 

 計測部

追尾照準装置

 

 

ビーム指向装置

照射特性測定用

レーザ装置

 

照射管制
装置

ビーム指向
装置本体

制御部

（２）

研究試作（その３）

吸着排気部

： 外部評価の対象



O2 (Δ
1)

N2 or Ar
トリップジェット

I2 + N2 or Ar

トリップジェット方式

トリップジェット

I2 + N2 or Ar

別紙 ２

励起酸素
発生装置

超音速流れ

共振器

従来型 エジェクター方式

流速 ヨウ素混合方式の比較

小信号利得と飽和強度を向上させるため、レーザ媒質の圧力と流速を増大

従来型：亜音速混合
エジェクター方式
（トリップジェット）

超音速ヨウ素レーザ：ヨウ素混合方式

基本設計結果の一例

結果
超音速ヨウ素レーザの混合方式を従来型の亜音速混合からエジェク
ター方式にすることにより、装置の小型化とレーザ媒質の大流量化を
実現できる設計とした。

従来型

超音速方式

エジェクター方式

（トリップジェット）

共振器内の圧力 ○ ◎

共振器内の流速 ○ ◎

従来型：
超音速方式

エジェクター方式

圧力

・内部ガス流路断面積は半分以下

流速

圧力

・ガス圧力と流速が増大




